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残
暑
厳
し
い
と
い
う
も
の
の
心
な

し
か
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
今
日

と
の
頃
、
い
か
が
船
過
し
で
す
か
▼

当
ニ
ユ
ー
ス
紙
上
で
も
度
々
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
と
の
頃
見
直
さ
れ
て

い
る
制
度
に
,
医
療
保
険
,
が
あ
り

ま
す
。
不
慮
の
事
故
に
ょ
る
手
術
・

入
院
な
ど
を
全
面
的
に
カ
バ
ー
す
る

も
の
で
す
▼
夏
の
疲
れ
が
ド
ッ
と
出

て
く
る
の
も
丁
度
と
の
頃
、
も
う
一

度
、
健
康
管
理
と
と
も
に
と
の
保
険

を
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
▼

何
は
と
も
あ
れ
,
体
が
資
本
,
の
わ

れ
わ
れ
、
健
康
を
害
し
て
は
何
も
な

り
ま
せ
ん
▼
当
保
険
に
つ
い
て
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
御
一
報

く
だ
さ
い
。
係
員
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お
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昭
和
五
十
三
年
度
中
小
企
業
者
に

関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
に
つ

い
て

国
は
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
官

公
需
の
受
注
機
会
の
増
大
を
図
り
、

国
等
の
裂
す
る
物
品
等
の
受
注
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
者
の

自
主
的
な
努
力
を
助
長
t
る
よ
う
配

慮
す
る
だ
め
、
昭
和
五
十
三
年
度
に

太
け
る
中
小
企
業
者
に
関
t
る
国
等

の
契
約
方
針
を
次
の
と
お
り
定
め

た
。
(
昭
和
五
十
三
年
七
月
十
四
日

閣
議
決
定
)

一
、
中
小
企
業
向
け
契
約
目
標

昭
和
五
十
三
年
度
に
船
け
る
国
等

の
契
約
の
う
ち
、
中
小
企
業
向
け
契

約
の
金
額
希
二
兆
九
千
三
百
四
十

一
億
円
と
な
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。と

の
金
額
は
、
国
に
つ
い
て
は
約

一
兆
五
千
九
百
六
億
円
、
公
社
・
公

団
等
に
つ
い
て
は
約
一
兆
三
千
四
百

三
十
五
億
円
と
す
る
。

ニ
、
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増

大
の
た
め
の
措
置

国
等
は
、
前
年
度
ま
で
の
中
小
企

業
者
に
関
t
る
国
等
の
契
約
の
方
針

に
定
め
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
、
一

層
の
徹
底
を
図
る
も
の
と
し
、
特
に

昭
和
五
十
三
年
度
に
粘
い
て
は
、
次

の
措
置
を
強
力
に
推
進
t
る
も
の
と

t
る
。月

中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
目

の
発
注
情
報
等
の
提
供
及
び
発
注
の

増
大例

国
等
は
、
中
小
企
業
官
公
需

特
定
品
目
(
織
物
、
外
衣
・
下
着

類
、
そ
の
他
の
繊
維
製
口
叩
、
家
具
、

機
械
す
き
和
紙
、
印
刷
、
潤
滑
油
及

び
事
務
用
品
)
に
関
す
る
発
注
計
画

を
作
成
し
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会

等
を
通
じ
当
該
発
注
計
画
に
関
t
る

情
報
を
中
小
企
業
者
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
努
め
て
中
小
企
業
者
に
受

注
機
会
を
与
え
る
よ
う
配
慮
す
る
も

の
と
t
る
。

帥
国
等
は
、
発
注
計
画
に
関
す

る
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
特
定
品
目

の
う
ち
、
落
札
価
格
等
契
約
結
果
に

関
す
る
情
報
の
提
供
が
中
小
企
業
者

の
受
注
機
会
の
増
大
の
た
め
効
果
的

で
あ
る
と
器
ら
れ
る
も
の
を
、
中

小
企
業
団
体
中
契
会
を
通
じ
て
、
中

小
企
業
者
に
提
供
す
る
も
の
と
す

る
。⇔

事
業
協
同
組
合
等
の
活
用

国
等
は
、
事
業
協
同
組
合
等
に
物

品
等
を
発
注
す
る
場
合
に
つ
い
て
、

法
令
の
規
定
に
基
づ
く
随
意
契
約
制

度
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
中
小
企

業
庁
が
証
明
し
た
官
公
霊
格
組
合

を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
者
の
組

合
等
に
対
t
る
受
注
機
会
の
増
大
を

図
る
も
の
と
す
る
。

国
指
名
競
争
契
約
に
お
け
る
受

注
機
会
の
増
大

圃
国
等
は
、
物
品
の
調
達
等
を

指
名
競
争
に
ょ
っ
て
行
太
う
と
す
る

際
は
、
極
力
同
一
資
格
等
級
区
分
内

の
者
に
ょ
る
競
争
を
確
保
す
る
な
ど

し
て
、
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の

増
大
を
図
る
も
の
と
す
る
。

イ
特
に
中
小
工
事
等
に
係
る
発

注
及
び
中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
目

に
係
る
発
注
に
当
た
っ
て
は
、
で
き

る
限
り
中
小
企
業
者
(
共
同
企
業
体

等
を
含
む
)
を
指
名
t
る
な
ど
、
特

段
の
配
慮
を
払
う
も
の
と
す
る
。

ウ
国
等
は
、
物
品
の
調
達
等
を

指
名
競
争
に
ょ
っ
て
行
太
う
と
す
る

際
は
、
物
品
の
調
達
等
の
事
情
に
応

じ
中
小
企
業
者
が
準
備
で
き
る
よ
う

指
名
か
ら
入
札
ま
で
の
期
問
を
確
保

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

四
銘
柄
指
定
の
廃
止

国
等
は
、
物
品
等
の
発
注
に
当
た

つ
て
、
真
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
直
接
の
銘
柄

指
定
は
も
と
よ
り
原
材
料
等
の
間
接

の
銘
柄
指
定
等
を
行
わ
な
い
も
の
と

t
る
。国

分
割
発
注
の
推
進

国
等
は
、
物
品
等
の
発
注
に
当
だ

つ
て
、
数
量
面
叉
は
工
程
面
等
か
ら

み
て
分
割
し
て
発
注
t
る
と
と
が
で

き
る
か
ど
ぅ
か
を
十
分
検
討
し
、
可

能
な
限
り
分
割
発
注
を
行
う
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

因
地
方
支
分
部
局
等
に
お
け
る

中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大

国
等
は
、
地
方
支
分
部
局
等
の
契

約
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
地
方
支
分
部
局
等
に
お
い
て
消

費
さ
れ
る
物
品
等
に
つ
い
て
は
、
極

力
地
方
支
分
部
局
等
に
太
い
て
調
達

す
る
と
と
に
ょ
り
中
小
企
業
者
の
受

注
機
会
の
増
大
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。岡

中
小
建
設
業
者
に
対
t
る
配

の
う

も
よ

の
し

な
ま

談
に
応
じ
必
要
な
指
導
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

一
二
、
官
公
需
に
係
る
施
策
の
推
進

日
国
等
は
、
本
方
針
の
一
層
の

普
及
及
び
徹
底
を
図
る
も
の
と
す
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ま
た
、
国
卑
、
の
地
方
支
分
部
局

等
は
、
官
公
需
確
保
対
策
地
方
推
進

棚
議
会
の
運
営
等
に
ょ
り
、
地
方
の

実
情
忙
即
し
て
中
小
企
業
者
の
受
注

機
会
の
増
大
を
図
る
よ
う
努
め
る
も

(

慮
国
等
は
、
上
記
に
掲
げ
る
も
の
の

抵
か
、
中
小
建
設
業
者
を
取
り
巻
く

現
下
の
経
済
情
勢
等
に
か
ん
が
み
、

中
小
建
設
業
者
に
対
し
特
段
の
配
慮

を
払
い
、
そ
の
受
注
機
会
の
増
大
に

努
め
る
も
の
と
t
る
。

W
 
中
小
企
業
者
の
自
主
的
努
力

の
助
長

国
等
は
、
官
公
需
の
受
注
に
意
欲

的
な
中
小
企
業
者
の
受
注
能
力
の
向

上
に
資
す
る
よ
う
中
小
企
業
者
の
相

す
こ

.
乢
」

嗹

ゞ

一

一

当
所
で
は
、
明
治
十
一
年
わ
が
国
K
初
め
て
商
工
会
議
所
が
設
立

さ
れ
て
以
来
、
本
年
で
百
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
そ
の
黒
行
事
の

一
環
と
し
、
ま
た
地
場
産
業
発
展
と
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
目

的
と
し
て
左
記
要
綱
に
ょ
り
優
良
従
業
員
の
表
彰
を
実
施
し
ま
す
。

斎
っ
て
御
推
せ
ん
下
き
い
。

優
良
従
業
員
表
彰
要
綱

マ
主
催
奈
良
商
工
会
議
所

マ
表
彰
の
基
準

会
員
事
業
所
の
従
業
員
で
、
女
子

勤
続
五
年
、
男
子
勤
続
十
年
以
上
の

者
で
、
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
備

え
て
い
る
者

囲
常
に
責
任
観
念
が
強
く
黙
々
と
し

て
職
務
に
精
励
、
企
業
に
貢
献
し

他
の
従
業
員
の
範
と
な
る
岩

同
余
の
隆
盛
振
興
に
貢
献
す
る
処

多
大
に
し
て
輪
一
の
指
導
も
よ
く

他
の
従
業
員
の
範
と
な
る
者

囚
職
務
精
励
に
し
て
発
明
、
考
案
、

改
良
及
び
生
産
性
の
向
上
、
経
営

の
合
理
化
等
企
業
の
発
展
に
寄
与

し
た
も
の

〔
注
〕
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
推
せ
ん
す
る
事
が
出
来
ま
せ

ん
。①

既
に
当
所
の
表
彰
を
受
け
た
者

(
但
し
、
勤
続
三
十
年
以
上
の

亀

准

望
凧
.
、
・
鴛
'
、

●
弔
、

」
、
.

一

,

A
、

の
と
す
る
。

⇔
各
省
各
庁
等
は
、
上
記
の
諸

項
目
に
関
す
る
措
置
状
況
を
中
小
企

業
庁
長
官
あ
て
通
知
t
る
な
ど
、
中

小
企
業
庁
長
官
と
密
接
な
連
絡
を
と

一

ー
ー
■
凡
.
参

一
一

一
一

一

一
一

一

1

4

2

<
り
つ
つ
、
本
方
針
の
実
施
に
つ
い
て

遺
憾
の
な
い
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

者
は
除
く
)

②
事
業
所
の
役
員
で
あ
る
者

⑧
事
業
主
の
配
偶
者
及
び
三
親
等

以
内
の
従
業
員

マ
推
せ
ん
方
法

剛
必
ず
所
定
の
用
紙
(
送
付
済
み
)

を
使
用
の
う
え
、
経
営
者
よ
り
の

推
せ
ん
と
t
る

同
常
時
使
用
従
業
員
五
0
人
未
満
の

事
業
所
に
あ
っ
て
は
一
名
、
万
0

人
以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
二

名
と
し
、
他
に
表
彰
さ
れ
た
事
例

の
あ
る
場
合
は
写
し
を
添
付
し
て

下
さ
い
。

囚
個
人
よ
り
法
人
等
へ
の
組
織
変
更

の
場
合
は
、
そ
の
資
本
形
態
が
伺

一
で
あ
る
限
り
年
限
継
続
は
認
め

ま
t
。
ま
た
、
合
併
の
場
合
も
同

様
と
し
ま
す
。

国
推
せ
ん
基
準
日
は
九
月
三
0
ヨ
と

し
ま
す
。

▽
推
せ
ん
締
切
日
及
ぴ
提
出
先

シ
シ
シ
シ
シ

昭
和
五
十
三
年
十
月
五
日
(
木
)

(
当
日
消
印
有
効
、
期
日
後
は

受
付
け
ま
せ
ん
)

宛
先
奈
良
商
工
会
議
所
業
務
部

優
良
従
業
員
表
彰
係

マ
被
表
彰
者
の
選
考

被
表
彰
者
は
別
に
定
め
る
選
考
委

員
会
に
付
議
し
て
決
定
し
ま
t
。

尚
、
決
定
し
だ
い
事
業
所
宛
に
通

知
致
し
ま
t
。

マ
協
賛
金

表
彰
経
費
の
一
部
と
し
て
被
表
彰

岩
一
名
に
つ
き
金
五
千
円
を
ビ
負
担

願
い
ま
す
。

な
お
、
協
賛
金
は
黒
品
の
一
部

と
し
て
充
当
い
た
し
ま
t
の
で
、
事

業
所
負
担
と
し
、
表
彰
決
定
時
に
納

入
依
頼
致
し
ま
す
。

マ
表
彰
方
法

被
表
彰
者
並
び
に
事
業
主
同
伴
の

う
え
、
十
一
月
上
旬
、
当
所
に
お
い

て
開
催
予
定

※
そ
の
他
、
当
表
彰
に
関
す
る
お
問

い
合
せ
は
、
当
所
業
務
部
優
良
従

業
員
表
彰
係
ま
で
(
T
E
L
⑳
六

ニ
ニ
ニ
)
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②ト
、
 
J
 
リホ

J

一
J

他
剣
人

ら
わ
れ
、
新
婚
旅
行
三
%
も
魅
力

的
な
奈
良
と
い
っ
て
ょ
か
ろ
う
。

因
誰
と
来
た
か

全
体
四
七
四
人
中
、
家
族
ず
れ
で

が
一
九
三
人
(
四
0
%
)
、
そ
の
他

一
六
五
人
(
=
匠
%
)
、
団
休
で
六

五
人
(
一
四
%
)
、
一
人
で
五
一
人

(
二
%
)
と
な
っ
て
い
る
。
家
族

づ
れ
で
(
新
婚
旅
行
五
三
人
含
む
)

が
、
そ
の
他
、
団
体
を
抜
い
て
ト
ッ

プ
に
な
っ
て
い
る
の
が
日
帰
り
観
光

客
と
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

尚
、
二
0
代
で
は
そ
の
他
が
ト
ッ

プ
で
、
小
グ
ル
ー
プ
又
は
二
人
で
が

大
半
を
占
め
て
い
た
。
と
れ
は
、
ニ

0
代
二
四
五
人
中
三
七
人
(
四
八

%
)
の
示
す
と
お
り
、
特
に
女
子
学

生
の
グ
ル
ー
プ
化
が
目
立
っ
て
い

る
。
叉
、
家
族
づ
れ
で
来
た
の
は
三

0
代
1
六
0
代
以
上
ま
で
各
々
四
0

%
以
上
と
顕
著
忙
現
わ
れ
て
い
る
。

細
利
用
し
た
奈
良
に
入
る
交
通
機
関

全
体
四
七
六
人
中
、
近
鉄
三
六
三

人
(
七
七
%
)
、
自
動
車
(
主
に
マ

、
0

し

イ
カ
ー
)
七
七
人
(
エ
ハ
%
)
、
観

光
バ
ス
ニ
ニ
人
(
五
%
)
、
国
鉄
一

二
人
(
二
%
)
、
そ
の
他
二
人
と
な

つ
て
い
る
。
近
鉄
七
七
%
と
大
部
分

を
占
め
て
い
る
の
は
、
時
問
の
ロ
ス

を
少
な
く
す
る
点
に
太
い
て
京
都
よ

り
近
鉄
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
に
推

察
き
れ
る
。
又
、
新
婚
旅
行
組
で
マ

と
観
光
都
市
^
の
色
彩
が
濃
く
あ

イ
カ
ー
利
用
に
ょ
る
も
の
が
約
半
分

先
月
号
に
引
き
続
き

今
回
は
、
宿
泊
観
光
客

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
を
掲
載

し
ま
す
。

人
人

.
、
~
、

J

(
宿
泊
観
光
客
調
査
〕

円
男
女
別
に
つ
い
て

宿
泊
観
光
客
四
七
七
人
中
、
男
子

二
三
四
人
(
四
九
%
)
、
女
子
二
四

三
人
(
五
弓
)
で
男
女
問
の
格
差

は
余
り
み
ら
れ
な
い
。

⇔
年
代
別
に
つ
い
て

二
0
代
二
四
七
人
(
五
三
%
)
、

三
0
代
八
九
人
(
一
八
%
)
、
四
0

代
六
四
人
(
一
三
%
)
、
五
0
代
五

0
人
(
-
0
%
)
、
六
0
代
以
上
二

七
人
(
六
%
)
と
な
り
、
二
0
代
が

半
分
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
年
代
別
の
男
女
間
の
格
差

は
全
体
的
に
は
余
り
顕
著
で
は
な
い

が
六
0
代
以
上
で
は
男
子
が
六
三
%

女
子
が
三
七
%
と
か
な
り
の
開
き
が

み
ら
れ
た
。

国
職
業
別
に
つ
い
て

観
光
客
四
七
七
人
中
、
つ
と
め
人

二
五
三
人
(
五
四
%
)
、
学
生
九
八

人
(
二
0
%
)
、
自
営
業
五
七
人
(
一

ニ
%
)
、
家
事
四
三
人
(
九
%
)
、
そ

の
他
二
六
人
(
五
%
)
と
な
っ
て
船

り
、
つ
と
め
人
が
五
四
%
と
半
分
を

占
め
た
。

四
観
光
客
の
現
住
所
に
つ
い
て

観
光
客
四
六
八
人
中
、
関
東
甲
信

越
二
0
六
人
(
四
五
%
)
、
東
海
北

陸
九
0
人
(
一
九
%
)
、
近
畿
六
六

人
(
一
四
%
)
、
東
北
北
海
道
四
一

人
(
九
%
)
、
九
州
沖
縄
三
一
人
(
六

%
)
、
中
国
二
六
人
(
五
%
)
、
四
国

八
人
(
二
%
)
の
順
で
、
日
帰
り
観

光
客
と
同
様
関
東
、
甲
信
越
東

海
、
北
陸
で
の
人
気
は
非
常
に
強

を
占
め
て
い
た
の
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
.
ン
時
代
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ

四
今
回
観
光
し
た
地
域
又
は
予
定
地

(
重
複
回
答
で
回
答
総
数
三
七

六
件
)

全
体
で
み
る
と
、
東
大
寺
・
春
日

大
社
・
興
福
寺
蕃
写
西
五
件
全

七
%
)
、
若
草
山
・
奈
良
公
園
=
ニ

二
件
(
二
四
%
)
、
西
ノ
京
・
西
大

寺
・
秋
篠
寺
周
辺
一
九
三
件
(
一
五

%
)
、
新
薬
師
寺
・
白
毫
寺
八
九
件

(
七
%
)
の
順
位
で
日
帰
り
観
光
客

と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。

又
、
日
帰
り
観
光
客
と
異
な
っ
て

そ
の
他
(
特
に
市
外
)
を
回
っ
た
者

が
八
九
件
(
七
%
)
と
新
薬
師
寺
.

白
毫
寺
と
四
位
を
分
け
合
い
、
そ
の

中
で
法
隆
寺
を
は
じ
め
と
t
る
斑
鳩

が
三
二
件
(
-
0
%
)
と
人
気
が
高

く
、
長
谷
寺
・
室
生
寺
・
飛
鳥
と
続

い
て
い
る
。

W
特
に
「
良
か
っ
た
」
観
光
場
所

(
重
複
回
答
で
回
答
総
数
三
五

件
)全

体
で
み
る
と
東
大
寺
・
二
月
堂

八
六
件
(
ニ
ハ
%
)
、
奈
良
公
園
三

五
件
(
一
一
%
)
、
法
隆
寺
二
五
件

(
八
%
)
、
西
ノ
京
一
九
件
(
六
%
)
、

薬
師
寺
・
唐
招
提
寺
二
二
件
(
六

%
)
と
な
っ
て
い
る
。

納
特
に
「
不
愉
快
だ
っ
た
」
観
光
場

所
(
重
複
回
答
で
回
答
総
数
二
四

、

国
奈
良
へ
来
た
目
的
は

全
体
四
七
五
人
中
、
槻
光
二
八
六

人
(
六
ニ
グ
泊
)
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
,

ン
六
四
人
(
一
三
%
)
、
新
婚
旅
行

五
三
人
(
一
一
%
)
、
そ
の
他
四
一

人
(
八
%
)
、
商
用
公
用
三
一
人
(
六

%
)
と
な
っ
て
い
る
。
日
帰
り
観
光

客
と
比
べ
て
、
観
光
六
二
%
と
一
段

件
)槻

光
場
所
の
具
体
的
な
記
述
は
な

く
、
不
愉
快
だ
っ
た
印
象
は
次
の
と

太
り
。

彬
件

て
い
る
。

倒
将
来
「
奈
良
大
和
路
」
の
ど
こ
を

見
た
い
か
(
重
複
回
答
で
回
答
総

数
二
四
六
人
)

全
体
で
み
る
と
、
飛
鳥
六
0
人

(
二
五
%
)
、
柳
生
五
0
人
(
二
0

%
)
、
長
谷
・
室
生
二
七
人
(
一
一

%
)
、
斑
鳩
二
五
人
(
-
0
%
)
と

日
帰
り
観
光
客
と
同
様
、
飛
鳥
、
柳

生
等
の
人
気
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い

る
。周

各
種
サ
ー
ピ
ス
に
つ
い
て

一
、
食
堂
・
喫
茶
店

①
味
に
つ
い
て
(
三
七
七
人
)

②
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
(
三
五
0

人
)

多
剣

C

件

件

件

寺
社
で
不
愉
快
だ
っ
た
の
は
、
落

書
き
、
拝
槻
料
が
高
い
、
商
業
主
義

等
で
あ
っ
た
。
近
鉄
駅
前
商
店
街
は

観
光
都
市
奈
良
の
落
ち
つ
い
券
囲

気
の
中
で
の
業
種
の
多
さ
で
は
な
か

ろ
う
か
。

幽
修
学
旅
行
で
奈
良
へ
来
た
か

全
体
四
六
0
人
中
三
0
八
人
(
六

七
%
)
が
奈
良
を
訪
れ
て
い
る
。
年

代
別
で
は
六
0
代
以
上
だ
け
が
逆
に

六
八
%
の
人
が
奈
良
を
訪
れ
て
い
な

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
一
一

0
人
)

②
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
(
一
三
三

人
)

、

4

、
0

し

/

幽
修
学
旅
行
以
外
に
過
去
訪
れ
た
回

数全
体
三
二
0
人
中
、
-
ー
ニ
回
が

一
七
八
人
(
五
六
%
)
、
三
1
五
回

一
三
人
(
三
露
)
と
な
り
、
数

字
が
物
語
る
と
お
り
再
度
訪
れ
た
い

と
い
う
「
心
の
ふ
る
里
奈
良
」
の
キ

ヤ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
通
り
の
結
果
が
で

(
、

5

゛
迅

人
)

⑧
料
理
に
つ
い
て
(
四
三
五
人
)

設
備
、
サ
ー
ビ
ス
、
料
理
と
各
項

目
と
も
良
か
っ
た
が
五
0
%
以
上
を

占
め
、
悪
か
っ
た
が
-
0
%
以
下
で

あ
っ
た
。

園
観
光
都
市
「
奈
良
」
へ
の
要
望

全
体
τ
二
人
中
、
現
状
の
ま
ま

保
存
し
、
文
化
財
を
大
切
K
四
七
人

(
三
八
%
)
、
タ
ク
シ
ー
の
接
客
態

度
の
向
上
、
寺
社
で
の
落
書
等
の
解

消
な
ど
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
が
二
八
人

(
二
三
%
)
と
な
っ
て
い
る
。

「
7

6

ノ

,

力

三
、
ホ
テ
ル
、
旅
館

①
設
備
K
つ
い
て
(
四

②
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

"

一

、

以
上
の
ビ
と
く
、
味
、
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
良
い
印
象
を
与
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

ニ
、
観
光
シ
,
ツ
ピ
ン
グ

①
み
や
げ
も
の
に
つ
い
て
(
三
六

三
人
)

(
三
九
二
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要な車を即座にご調達いたします。

経営の合理化を
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1云

K浄
4ノ曳i

長期間の車の:利用に^短期問の車のこ利用に^
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ト券夕の力ーリース
整備十分なトヨタ車が月々わずかなり
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全額必要経費tおとせて合理的てす。

トヨqレジ井リ益ス奈良辱,

た
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、

、

「
中
央
と地

方
」

J

経
済
の
高
度
成
長
が
わ
が
国
に
も

た
ら
し
た
病
理
現
象
の
一
つ
に
、
国

士
や
国
民
生
活
の
画
一
化
、
集
権
化

が
あ
げ
ら
れ
、
し
か
も
依
然
と
し
て

そ
の
傾
向
は
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。

例
え
て
い
ぇ
ば
、
日
本
の
国
土
を
輪

切
り
に
す
る
と
、
ど
と
か
ら
も
金
太

郎
あ
め
の
よ
う
に
同
じ
よ
う
な
顔
が

で
て
く
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
背
景
と
し
て
、
わ
が
国
が

同
一
幕
を
使
用
t
る
同
一
民
族
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
ん
な
と
と
か
ら
、
元
来
、
日
本

人
は
同
一
思
考
、
同
一
行
動
に
な
り

易
い
民
族
性
の
う
え
に
、
東
京
に
国

民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
過
度
集
中
し
、

東
京
支
配
体
制
と
い
う
も
の
が
し
ん

に
ゅ
う
を
か
け
て
い
る
の
だ
。
も
っ

と
も
,
画
一
と
集
権
,
は
高
度
成
長

時
代
の
よ
う
に
物
を
能
率
的
に
大
量

に
生
産
す
る
た
め
に
は
適
し
壽
理

で
あ
っ
た
の
だ
し
、
オ
リ
ン
。
ヒ
ッ
ク

広
島
県
知
事

宮
澤

れ
か
ら
三
十
万
、
二
十
万
、
十
万
人

と
比
較
的
中
杖
小
粒
の
都
市
が
全

土
に
わ
り
あ
い
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置

さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
に
東
一
示

を
中
心
と
し
た
大
き
な
人
口
集
積

が
、
富
士
山
の
よ
う
に
聳
え
て
い
る

と
い
う
都
市
配
置
で
は
な
い
。
ま
た

国
民
生
活
を
み
て
も
、
バ
バ
リ
ア
は

バ
バ
リ
ア
な
り
に
一
つ
の
地
域
の
特

色
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の

都
市
、
地
方
の
生
活
、
文
化
の
あ
り

方
に
、
私
は
関
心
を
抱
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
し
て
も
、
国
民
が
皆

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
て
、
コ
ー
ラ

を
飲
ん
で
い
る
と
い
う
非
常
に
画
一

的
な
面
も
あ
る
反
面
、
地
方
都
市
に

行
く
と
、
か
た
く
な
な
ま
で
の
口
ー

カ
ル
色
が
あ
る
。
と
の
よ
う
に
諸
外

国
を
見
る
と
、
日
本
の
よ
う
な
画
一

と
集
権
の
社
会
で
な
い
地
域
特
性
が

目
に
つ
い
て
仕
方
が
な
い
。

今
後
、
多
様
と
分
散
の
国
土
や
国

民
生
活
を
実
現
し
て
い
く
場
合
に
、

そ
の
基
本
に
な
る
の
は
地
域
特
性
と

い
う
か
、
地
域
の
独
自
性
で
あ
り
、

そ
れ
は
地
域
の
自
己
主
張
と
い
っ
て

い
い
と
思
う
。
政
治
、
経
済
、
文
化

あ
ら
ゆ
る
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地

方
分
散
き
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の

だ
が
、
政
治
・
行
政
面
で
の
多
様
性

と
分
散
を
図
る
の
が
、
地
方
自
治
の

役
割
で
あ
る
。
そ
の
場
<
口
、
ポ
イ
ン

や
万
国
博
の
よ
う
に
、
大
行
事
を
短

期
間
に
成
功
さ
せ
る
と
と
が
可
能
な

の
も
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
に

違
い
な
い
と
思
う

し
か
し
、
国
民
の
欲
求
が
量
か
ら

質
へ
の
変
り
つ
つ
ぁ
る
今
日
、
,
画

一
と
集
権
,
に
か
わ
っ
て
,
多
様
と

分
散
'
の
時
代
に
入
っ
て
き
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

と
と
ろ
で
、
と
の
点
に
関
し
私

は
、
都
市
が
全
国
土
に
適
正
規
模
忙

配
置
さ
れ
て
い
る
西
ド
イ
ツ
に
非
常

に
興
味
を
も
っ
て
い
る
。
と
の
国

は
、
国
土
の
あ
り
方
、
住
民
の
生
活

・
交
化
が
非
常
に
多
様
で
バ
ラ
エ
テ

イ
に
富
ん
で
お
り
、
伝
統
的
な
連
邦

制
度
が
か
な
り
そ
の
性
格
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ベ
ル
リ

ン
は
別
と
し
て
も
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
と

か
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
と
い
っ
た
人
口
百
五

十
万
1
二
百
万
ぐ
ら
い
の
都
市
、
あ

と
は
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
と
い
っ
た
百
万
前
後
、
そ

<

ム弓

ト
が
二
つ
ぁ
る
と
思
う
。
そ
の
一
つ

は
中
央
政
府
が
権
限
を
委
譲
し
て
地

方
が
大
幅
な
独
立
性
を
も
つ
と
と
ー

つ
ま
り
地
方
の
選
択
の
幅
が
拡
が
れ

ぱ
拡
が
る
捻
ど
特
色
の
あ
る
地
域
社

会
が
実
現
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、

地
域
住
民
の
概
点
か
ら
み
た
場
合
、

住
民
の
地
域
へ
の
帰
属
性
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
横
浜
の
人
は

横
浜
を
自
分
の
町
だ
と
い
う
ふ
う
に

考
え
る
か
ど
ぅ
か
、
千
葉
の
人
は
千

葉
は
東
京
と
違
う
の
だ
と
考
え
る
か

ど
ぅ
か
ー
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
た

し
か
に
、
交
通
・
通
信
が
発
達
し
わ

れ
わ
れ
の
一
日
の
行
動
範
囲
が
広
い

範
囲
に
及
ん
で
い
る
今
日
、
市
民
が

地
域
へ
の
帰
属
と
い
う
意
識
を
強
め

て
い
く
と
い
う
と
と
が
、
難
し
く
な

つ
て
き
て
は
い
る
が
、
地
域
へ
の
帰

属
性
な
く
し
て
は
地
域
特
色
や
独
自

の
生
活
交
化
が
生
ま
れ
る
余
地
は
な

、
0

あ
ま
り
ス
マ
ー
ト
で
は
な
い

しが
、
熊
本
な
ら
,
肥
後
の
も
つ
と

す
,
、
あ
る
い
は
高
知
の
,
土
佐
の

い
ビ
つ
そ
う
,
、
そ
う
い
う
一
言
葉
の

背
後
に
何
か
ガ
ン
コ
に
自
分
の
も
の

を
主
張
し
守
る
「
地
方
人
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
と
れ
も
一
種
の
土
地
に
対
す
る

帰
属
性
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
、
独
自
の
思
考
、
行
動

と
い
っ
た
場
<
口
、
最
近
特
に
痛
切
に

地
方
に
お
い
て
感
じ
て
い
る
と
と
の

一
つ
に
テ
レ
ビ
の
影
粋
が
あ
る
。
東

京
を
キ
ー
局
と
し
て
全
国
い
っ
せ
い

に
同
一
の
画
像
を
放
映
す
る
と
と

が
、
日
本
人
の
思
考
を
い
よ
い
よ
画

一
化
さ
せ
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
地
方

テ
レ
ビ
局
で
は
、
免
許
の
際
自
主
番

開
 
1
 
1
 
●
■
M
●
 
1
1
 
●
■
●
●
 
1
 
- 所務

子
人

C

組
を
-
0
%
位
は
放
映
せ
よ
と
指
導

を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
広
島
の

現
実
は
五
1
六
%
の
よ
う
で
あ
る
。

住
民
の
地
域
へ
の
帰
属
性
を
高
め
る

た
め
に
も
、
ロ
ー
カ
ル
な
問
題
を
中

心
に
し
た
放
送
機
能
を
充
実
さ
せ
る

べ
き
で
、
具
体
的
に
は
地
域
に
即
し
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●
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●

大
東
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
(
仮
称
)

出
店
に
つ
い
て

。
お
そ
れ
あ
り
'
と
判
断

璋
正

、

当
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
ハ
月
号
に
掲

載
の
大
型
店
舗
「
大
東
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
(
仮
称
)
」
の
出
店
に
つ
い
て
当

所
で
は
、
県
の
大
型
店
舗
等
出
店
対

策
指
導
要
綱
の
規
定
に
ょ
り
、
当
該

大
型
店
舗
に
太
け
る
小
売
業
の
事
業

活
動
が
そ
の
周
辺
の
中
小
小
売
業
の

事
業
活
動
に
相
当
程
度
の
影
響
を
及

ぽ
t
お
そ
れ
の
有
無
に
つ
い
て
、
商

業
小
売
部
会
の
意
見
を
聞
き
検
討
し

た
結
果
、
八
月
十
八
日
付
で
知
事
・

市
長
宛
K
 
,
影
響
を
及
ぽ
t
お
そ
れ

が
あ
る
,
と
報
告
す
る
と
と
も
に
設

置
者
宛
通
知
し
た
。
今
後
当
所
大
型

店
舗
等
出
店
対
策
協
議
会
(
会
長
豊

崎
稔
氏
)
の
意
見
を
聴
き
調
整
を
行

う
と
と
と
な
っ
た
。
と
れ
で
現
在
調

丁
ラ
郭

士
士

Ⅱ
7
仮
2

理
理
町
東
2

弁
弁
 
m
の

0
(

へ
阪

東
北
大

市
町
話

市
本
話

阪
筋
電

大
(

た
県
民
参
加
の
番
組
を
ふ
や
t
と
い

う
と
と
に
あ
る
。
そ
と
で
、
広
島
県

で
は
や
や
冒
険
か
も
し
れ
な
い
が
、

本
年
度
か
ら
二
千
四
百
万
円
の
奨
励

費
を
出
し
て
県
民
参
加
の
番
組
を
民

放
に
放
映
し
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん
で

い
る
。
地
域
の
人
々
が
少
し
で
も
地

6

/

(

整
中
の
仮
称
平
城
シ
,
ツ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
(
西
大
寺
栄
町
)
、
仮
称
中

山
町
。
ハ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
(
中

山
町
)
、
学
園
前
シ
.
ツ
。
ヒ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
全
子
園
北
)
に
加
え
て
四
件

と
な
っ
た
。

(

域
に
羚
け
る
自
分
の
生
活
と
い
ー

の
を
、
テ
レ
ビ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を

通
し
て
お
互
い
に
考
え
る
と
い
う
習

慣
を
つ
け
て
も
ら
え
れ
ぱ
と
思
う
の

で
あ
る
。
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見
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炎
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亡
母
か
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合
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ま
る
鬼
の
石

吐
'
.
呈
冒
二
.
=
毛
:
.
=
冨
冨
冨
=
:
=
毛
.
=
=
二
一
.
=
:
.
■
冨
冨
冒
.
'
冒
冨
冨
二
=
:
二
一
一
.
一
=
=
含
一
:
.
冒
.
ユ
冨
闇
.
ニ
=
.
明
冨
冨
二
:
=
、
:
.
=
=
二
●
一
:
●
●
冨
冨
●
、
:
ニ
ニ
冨
;
:
=
冨
=
■
:
●
=
ニ
ー
冒
.
●
●
:
三
冨
:

田

.

山
中
三
木
選
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.

日
時
九
月
二
十
七
日

午
後
一
時
半
1
同
三
時
半

場
所
当
所
四
階
会
議
室

テ
ー
マ
『
新
し
い
経
営

分
析
の
方
法
』

近
畿
大
学
商
学
部

師

助
教
授
中
嶌
良
次
氏

参
加
料
無
料
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広
く
関
係
者
各
位
の
御
参
加
を
船
願
い
し
ま
す
。
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第120号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和53年9月10日(毎月1回10日発行)

第 3 回
経営者シリーズ講座

第120号(第三種郵便物認可)

総合企画・設計・計画・監理

^株絵社桝谷設計
木社及び
奈良事務所

京都事務所

大阪事務所

奈良市大宮 丁目 6 番 21 号
TE工奈良(0742) 3 4-1 4 61 Hサ

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
TE L 京都(075) 2 2 1-1 6 3 2 1fu

大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル
(06) 3 9 1-5 0 7 1 {fuTEI

C

代表取締役桝谷博行

奈良会議所ニュース

■■●.^^,●■.^^■■■.^^.■■.^^■...^^.■■■^^●●●■^^●■●,^^■●巨.^^■..●^^,

1 ご自身の巣をもつということは・・・・

昭和53年9月10日(毎月1回10日発行)

、フレストラン

C.ぞン《"
営業時間 9:00~22:00

(バブタイム 17 ; 00~29:0の
●^卑●●●^^●■●冒^^竪■●●^^●電●●^^■■●.^^■■●■^^■冒●●^^●●●●^^■●■■^^..

ボトルキープ

ニッカG&G 3,000円
スーパーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

'
^゛
/

蔦'
目9
ダビル8
5~5557

゛

4゛
、■■

奈良商工会議所会館地階
^'

企業発展のため商品開発を特許・商標等で保護しましょう・・・ー
一国内太よび世界各国の特許・実用新案・意匠・商標一

ダ

田内外国特許事

奈良商工会議所中小企業相談所顧問
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自
動
車
の
保
有
台
数
は
年
々
増
加

し
、
現
在
で
は
三
千
万
台
を
超
え
て

お
り
十
年
前
の
約
三
倍
に
な
っ
て
い

ま
す
。自

動
車
に
関
係
す
る
税
金
に
は
、

燃
料
に
か
か
る
も
の
や
自
動
車
に
か

か
る
も
の
な
ど
、
国
税
と
地
方
税
を

あ
わ
せ
ま
す
と
九
つ
の
税
目
が
あ
り

ま
t
。
そ
と
で
、
と
れ
ら
の
税
金
に

つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

ま
し
ょ
う
0

.
、
,
を
●
.
{
、
"
ー
、
'
ー
、
.
、
、
}
き
.
司
;
●
 
1
 
-

普
通
車
に
な
り
ま
t
。

自
動
車
重
量
税

自
動
車
の
車
検
又
は
届
出
を
t
る

と
き
、
そ
の
自
動
車
の
重
量
に
応
じ

て
自
動
車
重
量
税
が
か
か
り
ま
t
。

と
の
税
金
は
、
自
動
車
検
査
証
の

交
付
を
受
け
る
と
き
や
、
.
軽
自
動
車

の
使
用
届
出
を
し
て
車
両
番
号
の
指

定
を
受
け
る
と
き
に
、
税
額
に
相
当

す
る
自
動
車
重
量
税
印
紙
を
納
付
書

に
は
っ
て
、
陸
運
事
務
所
な
ど
の
窓

口
に
提
出
し
て
納
め
る
と
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

税
率
は
、
車
種
や
車
検
の
期
間
な

ど
に
ょ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
t
が
、

例
え
ぱ
、
車
検
期
間
が
二
年
の
自
家

用
乗
用
車
に
つ
い
て
は
、
自
重
0
.

五
ト
ン
ビ
と
に
一
万
二
、
六
0
0

円
、
同
じ
く
車
検
期
間
二
年
の
自
家

用
軽
自
動
車
(
車
検
の
あ
る
も
の
)

に
つ
い
て
は
、
一
台
に
つ
き
八
、
ハ

0
0
円
と
な
っ
て
い
ま
t
。

の
取
得
価
額
に
税
率
を
か
け
た
額
の

自
動
車
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

税
率
は
自
家
用
自
動
車
は
五
%
、

営
業
用
自
動
車
、
軽
自
動
車
は
三
%

で
す
が
、
排
出
ガ
ス
規
制
適
合
車
な

ど
は
軽
減
き
れ
ま
す
。
な
お
、
取
得

価
額
が
三
0
万
円
以
下
の
も
の
に
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

物
品
税

自
動
車
が
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
荷
さ

れ
る
と
き
に
物
品
税
が
か
か
り
、
小

売
価
格
の
な
か
に
と
の
税
金
分
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

税
率
は
、
普
通
乗
用
自
動
車
は
二

号
、
小
型
乗
用
自
動
車
は
一
冴

で
、
い
ず
れ
も
出
荷
価
格
に
か
か
り

ま
t
。
税
法
に
規
定
t
る
小
型
車
と

は
、
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
が
二
七
0
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
車
幅
一
七
0

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
排
気
量

ニ
、
 
0
0
0
此
以
下
の
乗
用
車
を
い

い
ま
す
。
と
れ
を
超
え
る
乗
用
車
が

南
代

駅
3

良
2

奈
1

鉄
2

国
)

部
訟
器

三

本
町
(

園
西
C

学
"
0

キ
.
第
良
L

屋
市
L

部
E

士
良
E

富
奈
T
 
本
奈
T

、

自
動
車
税

普
通
自
動
車
や
三
輪
以
上
の
小
型

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
と
き
に
、

自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
。

税
額
は
、
車
種
な
ど
に
ょ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
例
え
ば
一
、
六
0
0

此
ク
ラ
ス
の
自
家
用
乗
用
車
の
場

合
、
年
額
三
万
一
、
五
0
0
円
と
な

つ
て
い
ま
t
。

石
油
ガ
ス
税

自
動
車
の
燃
料
と
し
て
主
に
営
業

車
に
使
わ
れ
て
い
る
L
P
ガ
ス
に

は
、
石
油
ガ
ス
税
が
か
か
り
ま
t
。

税
率
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
一

七
円
五
0
銭
(
一
り
ツ
ト
ル
当
り
九

円
八
0
銭
)
で
t
。

軽
油
引
取
税

デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
を
登
載

し
た
自
動
車
の
燃
料
で
あ
る
軽
油
の

価
格
の
な
か
に
は
、
一
り
ツ
ト
ル
当

り
一
九
円
五
0
銭
の
軽
油
引
取
税
が

含
ま
れ
て
い
京
す
。

軽
自
動
車
税

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、

二
輪
の
小
型
自
動
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
を
所
有
し
て
い
る
と
き
に
、
軽

自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
。
税
額
は

車
種
に
ょ
っ
て
異
な
り
ま
t
が
、
例

え
ぱ
四
輪
の
自
家
用
軽
乗
用
車
の
場

合
、
年
額
五
、
九
0
0
円
と
な
っ
て

い
ま
t
。

自
動
車
取
得
税

自
動
車
を
取
得
し
た
と
き
に
、
そ

(

.

.

.

.

.

.

.
一
.
.
.
.

<
マ
イ
カ
ー
一
ム
ロ
当
り
の

税
負
担
額
>

小
売
価
格
-
0
0
万
円
の
一
、
六

0
0
卯
ク
ラ
ス
の
自
家
用
乗
用
車
を

例
に
と
り
ま
t
と
、
次
の
よ
う
に
、

一
年
間
の
税
負
担
額
は
、
約
工
万

六
、
八
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

物
品
税
(
新
車
を
六
年
間
使
用
し

た
場
<
巳
 
1
6
、
 
5
2
2
円

自
動
車
重
量
税
(
車
検
ま
で
二
年

間
使
用
し
た
場
<
巳1 

2
、
 
6
 
0
 
0
円

自
動
車
取
得
税
(
六
年
間
使
用
し

た
場
<
巳

8
、
 
3
3
3
円

自
動
車
税
 
3
1
、
 
5
0
0
円

揮
発
油
税
・
地
方
道
路
税

(
年
間
1
、
ー
-
0
ι
消
費
)

4
 
7
、
 
8
4
 
1
円

合
計
 
1
1
6
、
 
7
9
6
円

今
年
も
八
月
、
甲

子
園
で
、
全
国
三
0

七
四
高
校
の
中
か
ら

勝
ち
抜
い
て
き
た
都

道
府
県
の
代
表
四
九

校
が
参
加
し
て
、
全

国
高
校
野
球
選
手
権

揮
発
油
税
・
地
方
道
路
税

自
動
車
用
の
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
の

な
か
に
は
、
一
り
ツ
ト
ル
当
り
、
揮

発
油
税
が
三
六
円
五
0
銭
、
地
方
道

路
税
が
六
円
六
0
銭
、
合
計
四
三
円

-
0
銭
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

(

大
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
フ
プ
ン

1
甲
子
園
球
場
で
直
接
観
戦
ま
た

は
応
援
し
た
八
0
万
人
の
緑
か
、
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
視
聴
し
た
何
百
万

人
、
い
や
何
千
万
人
の
人
々
ー
を

熱
狂
き
せ
た
と
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。

今
年
は
、
全
チ
ー
ム
に
わ
た
っ
て

ズ
バ
抜
け
た
ス
タ
ー
選
手
が
い
な
か

つ
た
だ
け
に
派
手
な
雰
囲
気
は
な
か

つ
た
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
高
校
生

ら
し
い
真
塾
な
、
そ
し
て
緊
迫
し
た

試
合
を
多
く
し
た
よ
う
で
も
あ
っ

た
。ま

ず
、
初
陣
一
四
校
の
の
び
の
び

と
し
た
試
合
ぶ
り
が
注
目
を
集
め

た
。
中
で
も
、
今
大
会
で
二
二
回
出

場
の
早
稲
田
実
業
を
寄
り
切
っ
た
倉

吉
北
高
、
四
国
の
雄
・
松
山
商
に
逆

転
勝
ち
し
た
郡
山
北
工
の
粘
り
は
目

を
見
張
ら
せ
た
。

ま
た
、
高
望
み
せ
十
健
鬪
し
た
の

は
岡
山
東
商
と
県
岐
阜
商
で
あ
ろ

う
。
と
も
に
、
代
表
校
と
な
っ
だ
段

階
で
は
殆
ん
ど
話
題
に
の
ぽ
ら
な
か

つ
た
の
に
、
試
合
の
進
む
に
し
た
が

つ
て
、
両
校
投
手
の
頭
脳
的
な
。
ヒ
ッ

チ
ン
グ
を
バ
ッ
ク
ス
が
一
丸
と
な
っ

て
支
え
、
予
想
も
さ
れ
な
か
っ
た
成

績
を
残
し
た
の
は
立
派
で
あ
っ
だ
。

無
欲
で
勝
ち
進
ん
だ
両
校
ナ
イ
ン
に、

は
高
校
野
球
で
し
か
見
ら
れ
な
い
さ

、
、
、
、

わ
や
か
き
が
感
じ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
好
試
合
を
拾
っ
て
見
る

と
仙
台
育
英
高
1
高
松
商
戦
が
t
ぱ

ら
し
か
っ
た
。
と
の
大
会
で
は
数
少

な
い
本
格
派
の
両
校
投
手
の
投
げ
合

い
で
一
七
回
表
ま
で
0
1
0
で
進
ん

だ
緊
張
は
、
前
半
戦
を
大
い
に
盛
り

ト

町
網4

本
21

条
2

が
、
特
に
わ
だ
く
し
の
関
心
を
ひ
い

た
の
は
、
実
況
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
解
説
者
の
間
で
交
さ
れ
た
プ
レ

ー
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
の
一
言
葉
、

t
な
わ
ち
、
そ
の
好
拙
や
単
な
る
結

果
で
は
な
く
、
プ
レ
ー
そ
の
も
の
を

支
え
る
根
底
を
洞
察
し
た
言
葉
で
あ

ナ例
え
ぱ
、
「
ま
十
、
基
本
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
よ
」
と
い
う
。
野
球

で
基
本
と
は
投
げ
る
、
受
け
る
、
打

つ
、
走
る
の
四
動
作
お
よ
び
そ
の

ニ
、
三
の
組
み
合
せ
動
作
で
あ
ろ

う
。
選
手
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ

9

1

8

ノ

高
校
野
球
に
学
ぶ

頭
バ
ッ
タ
ー
は
打
ち
と
れ
」
、
「
ボ
ー

上
げ
だ
。
後
半
戦
で
は
、
中
京
高
1

箕
島
高
戦
で
の
打
ち
合
い
と
、
準
決

勝
の
P
L
学
園
1
中
京
高
戦
と
決
勝

の
P
L
学
園
1
高
知
商
戦
の
、
連
続

し
て
の
、
そ
れ
も
九
回
裏
で
の
逆
転

劇
は
全
概
衆
を
沸
か
せ
た
。

結
果
的
に
は
「
甲
子
園
な
れ
」
し

だ
と
も
云
え
る
P
L
学
園
が
初
優
勝

し
た
が
、
第
一
回
戦
か
ら
優
勝
戦
に

至
る
ま
で
の
各
試
合
は
、
ニ
ニ
ア
ン

ス
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
フ
ァ
ン
の
興
味
と
関
心
を
引
き
つ

け
た
。
一
つ
一
つ
の
試
合
の
進
行
状

況
と
そ
の
勝
負
も
勿
論
で
あ
っ
た

(

ル
は
打
つ
な
」
、
「
大
振
り
せ
十
に
。
ヒ

ツ
チ
ャ
ー
に
向
っ
て
は
じ
き
返
せ
」
、

「
シ
"
ー
ト
・
、
ゴ
ロ
で
は
二
塁
ラ
ン

ナ
ー
は
飛
び
出
す
な
」
、
「
点
は
と
ら

れ
だ
ら
直
ぐ
取
り
返
せ
」
、
「
ア
セ
リ

が
エ
ラ
ー
を
生
む
」
等
々
い
わ
ば
野

球
で
の
攻
守
の
鉄
則
と
も
い
う
べ
き

も
の
を
目
標
に
、
一
日
に
何
百
回
か

の
投
球
練
習
、
と
れ
で
も
か
と
れ
で

も
か
と
ば
か
り
の
捕
球
練
習
や
打
撃

練
習
、
何
十
段
も
の
階
段
を
何
十
回

も
の
上
り
下
り
駆
足
訓
練
、
一
日
十

キ
ロ
に
も
及
ぶ
駆
足
訓
練
を
一
年
も

二
年
、
続
け
た
の
で
あ
る
。
と
の
訓

練
な
く
し
て
目
の
覚
め
る
よ
う
な
快

打
や
奇
跡
に
も
等
し
い
フ
ァ
イ
ン
.

プ
レ
ー
は
で
き
な
か
っ
だ
と
い
う
。

し
か
も
、
試
合
で
各
選
手
が
、
他
か

ら
指
示
さ
れ
る
の
で
な
く
自
己
の
意

志
で
十
分
な
技
能
を
発
揮
で
き
る
の

は
、
平
素
か
ら
自
由
に
や
ら
き
れ
て

い
る
か
ら
で
な
く
、
む
し
ろ
、
つ
ら

い
製
を
必
要
な
範
囲
で
強
制
す
る

監
督
や
コ
ー
チ
の
苦
労
は
見
逃
t
と

と
の
出
来
な
い
事
だ
と
い
う
。

あ
ら
ゆ
る
変
化
に
即
応
で
き
る
企

業
経
営
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
は

高
校
野
球
か
ら
学
ぶ
と
と
ろ
が
大
き

い
の
で
は
と
思
う
の
だ
が
、
如
何
が

な
も
の
だ
ろ
う
。

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

1

ン
に
応
じ
て
そ
れ
ら
の
動
作
を
的

ヨ確
に
遂
行
t
る
と
と
を
要
求
さ
れ
、

そ
れ
が
出
来
る
か
出
来
な
い
か
で
、

選
手
と
し
て
の
技
能
が
評
価
さ
れ
る

と
と
も
に
そ
の
チ
ー
ム
の
勝
負
が
左

右
さ
れ
る
。
し
か
も
基
本
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
動
作
の

一
つ
一
つ
に
つ
い
絶
え
ざ
る
、
苦
し

い
練
習
を
積
み
重
ね
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
具
体
的
に
は
、
打
つ
に
、
守

る
に
も
「
ポ
ー
ル
か
ら
目
を
は
な
す

な
」
、
「
ゴ
ロ
は
腰
を
落
し
て
身
体
の

正
面
で
と
れ
」
、
「
。
ヒ
ッ
チ
十
 
1
と
キ

〒
ツ
チ
ャ
ー
に
は
打
だ
t
な
」
、
「
先

/
ー
}
ー
ー
{
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-
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弌

大
幻
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第120号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和53年9月10日(毎月1回10日発行)

企業、経・営の■■.

舞勢ど減ろ

お菓子は徳村
食品冷輩各種奈良県代理

第120号(第三種郵便物認可)

冨士屋学園
グルーフ゜

近畿教育テスト協会
奈良県教育テスト協会
^ 良経王里ゼ71て 、、

マーキュリーj羊裁学院

(、

奈良会議所ニュース

お子様の進学から・洋裁・簿記・会計まで

教室
市
742 (23)

昭和53年9月10日(毎月1回10日発行)

竿徳村商店
代表徳村櫓良

福又ピル2F
502訊代

うねび教室
橿原市畝傍町県立橿原公苑内

冨士屋学園理事長藤本純忠

(_

菓子食品部奈良市大森町24番地 TEI0742-24-2001~4
冷凍冷菜部奈良市川ノ上町14番地 TEI0742-22-0122~3

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

擬奈良ユニフォーム
奈良市尼ケ辻町70-1

TEL 奈良伯742)33-0255(代表)

菓子、
冷凍

●^^゛尋^



"
由
比
凌
博
士
を
迎
え
て

経
済
講
演
会
開
世

去
る
7
月
幻
日
午
後
6
時
よ
り
当

所
4
階
に
て
(
中
塚
部
長
・
藤
本
事

業
委
員
長
他
如
名
参
加
)
奈
良
県
立

短
期
大
裳
授
・
商
学
博
士
由
比
凌

氏
を
お
迎
え
し
、
日
本
経
済
の
現
状

と
展
望
と
題
し
て
経
済
講
演
会
を
開

崔
。イそ

の
中
で
、
日
本
経
済
は
釦
年
代

の
市
叢
長
:
元
全
吊
・
器
協

凋
、
一
方
和
年
代
の
低
成
長
・
大
量

失
業
・
国
益
優
先
と
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

づ
け
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
最
近
は
、

国
際
収
支
を
め
ぐ
つ
て
の
対
立
が
激

化
し
て
い
る
。
翻
え
っ
て
最
近
の
最

気
の
現
状
は
、
石
油
シ
,
ツ
ウ
以
来

の
長
期
不
況
と
雛
を
中
心
と
す
る

讐
不
況
業
曾
存
在
、
昨
秋
来
の

異
常
な
円
高
に
作
う
不
況
(
出
血
輸

出
←
<
業
の
介
理
化
←
不
況
)
と
複

合
不
況
の
渦
中
に
あ
る
。

反
面
と
と
聡
年
Ⅱ
月
t
脇
年
3
月

の
現
状
は
山
公
共
投
資
の
効
果
②
減

産
・
不
況
カ
ル
テ
ル
の
効
果
③
物
価

の
爰
定
④
円
高
下
で
の
輪
出
の
増
大

等
の
諮
要
因
に
ょ
り
、
鉱
工
業
生
産

指
数
・
出
荷
指
数
で
過
去
の
ピ
ー
ク

時
を
う
わ
ま
わ
り
指
数
で
み
る
か
ぎ

り
景
気
回
復
感
が
う
か
が
わ
れ
る
。

し
か
し
下
期
の
見
通
し
は
、
公
共

投
資
の
先
細
り
、
円
高
の
表
面
化
等

に
ょ
り
先
行
は
厳
し
く
7
%
成
長
逹

成
に
は
補
正
予
算
が
必
至
と
考
え
ら

れ
る
。

(
文
責
事
務
局
)

<
由
比
凌
氏
略
歴
>

昭
和
3
年
大
阪
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
靴
大
阪
商
科
大
学
(
現

大
阪
市
立
大
学
)
高

等
商
業
卒
業

昭
翻
年
大
阪
商
工
会
議
所
へ

入
所
調
査
部
勤
務

昭
和
諦
年
同
調
査
第
一
課
長

昭
和
妬
年
奈
良
県
立
短
期
大
学

教
授
(
金
融
論
・
銀

行
曾
当
)

昭
和
聡
年
 
1
現
代
日
本
の
金
融

構
1
に
て
商
学
博
士
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三

涼
し
い
貴
船
で

八
月
例
会
開
催

八
月
八
日
、
文
化
部
(
符
阪
部
長
)

の
企
画
に
ょ
り
、
暑
い
奈
良
を
は
な

れ
て
涼
し
い
貴
船
で
一
時
を
過
ご

し
、
明
日
へ
の
活
力
を
養
な
っ
て
頂

く
よ
う
バ
ス
ツ
プ
ー
を
八
月
例
会
と

し
て
実
施
。
参
加
者
一
同
涼
し
い
川

床
で
京
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
、

涼
し
き
を
満
喫
し
帰
路
鞍
馬
寺
に
参

周
山
街
道
、
高
雄
嵐
山
パ
ト
ク

、
ウ
ェ
イ
ー
を
バ
ス
で
走
り
、
夏
の
一
泉

都
を
楽
し
ん
だ
。

当
日
の
参
加
者
四
十
二
名

そ
う
め
ん
に

凉
味
溢
る
る
貴
船
床

一
と
き
は

蝉
も
昼
寝
t
鞍
罵
寺

(
長
岡
末
光
作
)

会
員
増
強
に
こ
協
力
を
ノ
.

八
月
二
十
九
日
K
開
催
き
れ
た
理

事
会
で
、
会
員
増
強
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
の

で
会
員
冬
位
の
ビ
協
力
を
お
願
い
し

゛
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冒
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冒
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冒
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冒
冒
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一

冒
冒

1

1
見

ま
す
。①

入
会
募
集
人
員
四
十
名
以
上

②
会
員
増
強
月
間
は
九
月
一
日
よ

り
九
月
三
十
日
の
一
力
月
闇

③
入
会
の
条
件
及
び
手
続

0
友
好
倶
楽
部
の
目
的
に
賛
同
し

友
好
を
は
か
ろ
う
と
す
る
方
で

会
員
二
名
以
上
の
推
せ
ん
を
必

要
と
し
ま
す
。

会
員
二
名
以
上
の
推
せ
ん
を
受

0

け
た
入
会
希
望
者
は
、
会
員
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
理
事
会

に
お
い
て
入
会
の
諾
否
を
審
議

し
、
入
会
承
繋
あ
れ
ぱ
会
員

と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
t
。

④
入
会
金
及
び
会
費

入
会
金
五
十
万
円

0

入
会
金
は
在
会
中
お
預
り
し
ま

0

す
。
但
し
、
会
員
の
資
格
を
喪

失
し
た
時
は
喪
失
後
三
年
据
置

い
た
後
と
れ
を
返
還
t
る
と
と

に
な
っ
て
船
り
ま
す
。

0
会
費
年
額
五
万
円

尚
今
回
入
会
が
決
定
さ
れ
た
方

は
、
十
月
よ
り
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
t
の
で
、
五
十
三

年
度
に
限
り
年
会
費
の
%
の
二

万
五
千
円
と
な
り
ま
t
。

尚
、
会
員
増
強
に
つ
い
て
詳
し
い

事
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下

さ
い
。
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争
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勺
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ム

マ
脚
萬
・
福
井
重
文
・
大
宮
町
六
1

三
七
七
・
食
品
販
飲
食
・
@
七
五
八

七マ
筒
井
サ
ー
ピ
ス
・
筒
井
和
美
・
藤

原
町
二
六
二
・
自
動
車
鈑
金
塗
装
.

@
四
四
0
七

マ
ふ
じ
い
ち
・
角
谷
規
栄
子
・
西
大

寺
国
見
町
-
 
1
七
・
飲
食
・
@
一
六

0
九

マ
味
ぺ
ペ
グ
ル
ー
プ
・
津
田
嘉
三

.

百
楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
婦
人
服
販

@
0
四
二
0

.▽
毬
美
容
室
・
三
方
号
一
・
百
楽
園

-
ー
ハ
ー
三
0
・
美
容
・
⑭
七
三
八

三マ
コ
ン
ド
ル
シ
ユ
ー
ズ
北
門
靴
店
.

北
門
健
治
・
百
楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0

紳
士
婦
人
靴
販
・
⑮
七
二
七
六

.▽
味
ミ
マ
ス
・
柳
ケ
瀬
治
三
郎
・
百

楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
衣
料
品
販
.

@
0
四
ニ
ニ

▽
増
田
薬
品
殊
・
増
田
宏
・
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
医
薬
品
販
・
@

0
四
三

マ
脚
ニ
シ
カ
ワ
・
西
川
周
作
・
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
果
実
販
・
@
三

八
0
0

マ
津
上
理
容
室
・
津
上
泰
城
・
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
理
容
・
@
五
三

九
八

▽
脚
ア
べ
美
容
室
・
新
堂
燕
・
東

一

、
J

.

ιJ
J

4
リε

繍

十
リ

写
コ J

,

0経
営
者
の
最
良
の
昧
方

城
戸
町
四
五
・
美
容
・
⑳
六
一
ハ
ハ

▽
松
井
イ
ン
テ
リ
ア
・
松
井
信
隆
.

鹿
野
園
町
四
四
七
1
 
-
・
イ
ン
テ
リ

ア
及
黒
板
販
・
@
五
九
九
七

マ
欧
風
料
理
ピ
ロ
ー
・
山
元
高
明
.

三
碓
町
三
三
 
1
三
・
レ
ス
ト
ラ
ン

@
ニ
ハ
七
九

マ
フ
フ
ミ
リ
ー
ノ
ン
・
山
田
愽
.

三
碓
町
三
二
一
・
子
供
服
販
・
@
0

t
三

▽
モ
ー
ド
サ
ロ
ン
シ
ャ
ル
ム
・
松
岡

、

潤
子
・
三
碓
町
三
三
五
・
婦
人
服
販

@
九
五
0
0

▽
エ
メ
ラ
洋
菓
子
店
・
藤
原
洋
治
.

三
碓
町
一
一
三
三
 
1
三
・
洋
菓
子
製
販

@
六
0
0
六

▽
ル
ア
ン
・
深
江
昭
子
・
登
美
ケ
丘

三
1
 
三
1
七
・
洋
菜
子
。
ハ
ン
製

@
八
三
0

0

0

ピ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
燧
芽
油

0
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天
価

良
 
m

奈
=
 
LT

紫
外
線
を
町
%
カ
ッ
ト

ス
コ
ッ
チ
テ
ィ
ン
ト

明
る
く
オ
ー
プ
ン
な
店
舗
設
計
に

ス
コ
ッ
チ
テ
ィ
ン
ト
(
日
照
調
整
7

イ
ル
ム
)
は
い
か
が
。

既
成
の
ウ
ィ
ン
ド
ー
に
貼
る
だ
け

で
、
紫
外
線
に
ょ
る
商
品
の
変
色
や

劣
化
を
防
止
し
、
ガ
ラ
ス
の
破
損
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
役
立
つ
と
い
う

も
の
。
色
も
透
明
色
か
ら
ブ
ロ
ン

ス
、
ゴ
ー
ル
ド
、
ス
モ
ー
ク
と
各
種

あ
り
施
工
も
簡
単
。
二
年
闇
の
保
証

も
付
い
て
い
る
。

同
製
品
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
胤
あ
ら
き
商
店
・
 
T
E
L
⑳
=
三

七
九
代
ま
で
。

゛
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▼
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三
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亨
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自
衛
隊
求
職
者

種
職
庶
務
的
な
事
務
関
係

年
令
四
才

希
望
月
収
口
万
1
巧
万

学
歴
旧
中
卒

住
所
奈
良
市

一
.
 
J
」
、
.
 
J
:
一
.
゛
.
一

ノ
ー
.
一
、
J
 
.
、

市
民
大
学
講
座

第
四
期
生
募
集
中

市
民
大
学
講
座
奈
良
校
事
務
局
で

は
同
講
座
の
第
四
期
生
を
募
集
し
て

い
る
。各

分
野
の
一
流
ス
タ
ッ
フ
に
ょ
る

同
講
座
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
は
同

大
学
講
座
事
務
局
(
奈
良
市
高
天
市

東
町
四
九
・
T
E
L
⑳
一
工
九
八
)

ま
で
。

本
支

晋

奈
良
市
内

企
業
の
定
め
る
時
問

自
衛
隊
に
お
い
て
庶
務

的
事
務
部
年
如
月

五
J

第120号(第三種郵便物認可)
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奈良会議所ニュース
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ノ晒イ

昭和脇年9月10日(毎月1回10日発行)

企業と家庭に奉仕する

栄相互銀行
社長野村萬作

店奈良市下三条町8番地
店大宮.大安寺.西大寺.学園前.東生駒.天理

郡山(大和小泉)・高田・桜井・桜井北.橿原
五条.下市.上市.大阪(北区南森町)

第120号(第三種郵便物認可)

良心的な価格・正札販売の店

曲ぞりぞ〆町"
西大寺店
郡山店
生駒店

中国へ行こう

読売青年友好の船
訪中団員募集中

■期日昭和53年10月5日~17日
詔費用 226,000円~430,000円

奈良市二条町1丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

(

奈良会議所ニュース

詳細は総読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 0742(26)5221

電 0742
電 07435
電 07437
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昭和53年9月10日(毎月1 回10日発行)
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ご婚礼家具

書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机
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ご婚礼組夜具
応接セット
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カーテン

事務用家具
ノレームアクセサリー
タンス
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